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【
伊
方
発
電
所
原
子
炉
施
設
保
安
規
定
（
2
0
2
0
.
1
1
.
2
7
申
請
、
2
0
2
1
.
2
.
5
補
正
）
】
 

N
o 

第
５
条
（
保
安
に
関
す

る
職
務
）
 

第
17

条
、
第

1
7
条
の
２
、
第

1
7
条
の
２
の
２
、
第

1
7
条
の
３
、
 

第
17

条
の
３
の
２
、
第

1
7
条
の
５
、
第

1
7
条
の
６
、
 

第
1
2
2
条
、
第

1
3
0
条
、
第

1
3
1
条
、
第

1
3
2
条
、
第

1
3
3
条
 

添
付
２
、
添
付
３
 

整
理
結
果
 

1
.

3
6 

各
課
長

（
当

直
長

を
含

む
。
）

は
，

所
掌
業
務
に
も
と
づ
き
，
 

火
災

発
生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全
の
た
め
の
活
動
等
，
内
部
溢
水

発
生

時
に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た
め
の
活
動
等
，
火
山
影
響
等
発

生
時

に
お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め
の
活
動
等
，
そ
の
他
自
然
災
害

発
生

時
に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た
め
の
活
動
等
，
有
毒
ガ
ス
発
生

時
に

お
け
る

運
転

員
等

の
防

護
の

た
め

の
活
動
等
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に

お
け

る
原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動
等
，
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お

け
る

原
子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
等
，
非
常
時
の
措
置
，
保
安
教
育

な
ら

び
に
記

録
お

よ
び

報
告

を
行

う
。
 

（
火
災
発
生
時
の
体
制
の
整
備
）

 
第

17
条
 
 

（
中
略
）
 

２
 

各
課
長
は
，
前
項
の
計
画
に

基
づ

き
，
火
災

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
。

 
３

 
各

課
長

は
，

第
２

項
に

定
め

る
事

項
に

つ
い

て
定

期
的

に
評

価
を

行
う

と
と

も
に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な

措
置
を

講
じ

，
防

災
課
長
に

報
告

す
る

。
防

災
課

長
は
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ

い
て
定

期
的

に
評

価
を

行
う

と
と

も
に

，
評

価
の

結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講

じ
る

。
 

添
付

２
 
火

災
，
内

部
溢

水
，
火

山
現

象
（

降
灰

），
自

然
災
害

お
よ

び
有

毒
ガ

ス
対

応
に
係

る
実

施
基

準
１
 
火
 

災
防

災
課

長
は

，
火

災
発

生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

を
行

う
体

制
の

整
備

と
し

て
，

次
の

1.
1
項

か
ら

1.
6
項

を
含
む

火
災

防
護

計
画

を
策

定
す

る
。

ま
た

，
各

課
長

は
，

火
災

防
護

計
画

に
基

づ
き

，
火

災
発

生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

を
行

う
た

め
に

必
要

な
体

制
お

よ
び

手
順
の

整
備

を
実

施
す

る
。

保
全

の
た

め
の

活
動

と
第

５
条

は
、
整

合
し

て
い
る

。
 

2
.

3
6
 

各
課

長
（

当
直

長
を

含
む

。
）

は
，

所
掌
業

務
に
も

と
づ
き

，
火
災

発
生
時

に
お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め
の
活
動
等
，
内
部
溢
水
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に

お
け

る
原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お

け
る

運
転
員

等
の

防
護

の
た

め
の

活
動

等
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る

原
子

炉
施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
等

，
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉

施
設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

等
，
非

常
時
の
措
置
，
保
安
教
育
な
ら
び

に
記

録
お
よ

び
報

告
を

行
う

。
 

（
内
部
溢
水
発
生
時
の
体
制
の
整

備
）
 

第
17

条
の
２
 

（
中
略
）
 

２
 

各
課
長
は
，
前
項
の
計
画
に

基
づ

き
，
内
部

溢
水

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す

る
。
 

３
 

各
課

長
は

，
第

２
項

に
定

め
る

事
項

に
つ

い
て

定
期

的
に

評
価

を
行

う
と

と
も

に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な

措
置
を

講
じ

，
防

災
課
長
に

報
告

す
る

。
防

災
課

長
は
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ

い
て
定

期
的

に
評

価
を

行
う

と
と

も
に

，
評

価
の

結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講

じ
る

。
 

添
付

２
 
火

災
，
内

部
溢

水
，
火

山
現

象
（

降
灰

），
自

然
災
害

お
よ

び
有

毒
ガ

ス
対

応
に
係

る
実

施
基

準
（

中
略

）
２
 
内
部
溢
水

2
.
5
 

原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
の
実
施

各
課

長
は
，
2
.
1
項
か
ら

2
.
4
項
で
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
，
内
部
溢
水
発
生

時
に

お
け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

を
実

施
す

る
。

2
.
6
 
定
期
的
な
評
価

(
1)

各
課

長
は
，

2
.
5

項
の
活
動

の
実
施

結
果
を

取
り
ま

と
め
，

１
年
に

１
回

以
上

定
期

的
に

評
価

を
行

う
と

と
も

に
，

評
価

結
果

に
基

づ
き

必
要

な
措

置
を

講
じ

，
防
災

課
長

に
報

告
す

る
。

保
全

の
た

め
の

活
動

と
第

５
条

は
、
整

合
し

て
い
る

。
 

3
.

3
6
 

各
課

長
（

当
直

長
を

含
む

。
）

は
，

所
掌
業

務
に
も

と
づ
き

，
火
災

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め
の
活
動
等
，
内
部
溢
水
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に

お
け

る
原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お

け
る

運
転
員

等
の

防
護

の
た

め
の

活
動

等
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る

原
子

炉
施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
等

，
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉

施
設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

等
，
非

常
時
の
措
置
，
保
安
教
育
な
ら
び

に
記

録
お
よ

び
報

告
を

行
う

。
 

（
火
山
影
響
等
発
生
時
の
体
制
の

整
備

）
 

第
17

条
の
２
の
２
 

（
中
略
）
 

２
 

各
課
長
は
，
前
項
の
計
画
に

基
づ

き
，
火
山

影
響

等
発

生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施

す
る

。
 

３
 

各
課

長
は

，
第

２
項

に
定

め
る

事
項

に
つ

い
て

定
期

的
に

評
価

を
行

う
と

と
も

に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な

措
置
を

講
じ

，
防

災
課
長
に

報
告

す
る

。
防

災
課

長
は
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ

い
て
定

期
的

に
評

価
を

行
う

と
と

も
に

，
評

価
の

結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講

じ
る

。
 

添
付

２
 
火

災
，
内

部
溢

水
，
火

山
現

象
（

降
灰

），
自

然
災
害

お
よ

び
有

毒
ガ

ス
対

応
に
係

る
実

施
基

準
（

中
略

）
３
 
火
山
現
象
（
降
灰
）
，

降
雪

3
.
5
 
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
の
実
施

各
課

長
は
，
3
.
1
項
か
ら

3
.
4
項
で
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
，
火
山
影
響
等
発

生
時

ま
た

は
降

雪
発

生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

を
実

施
す

る
。

3
.
6
 
定
期
的
な
評
価
 

(
1)

各
課

長
は
，

3
.
5

項
の
活
動

の
実
施

結
果
を

取
り
ま

と
め
，

１
年
に

１
回

以
上

定
期

的
に

評
価

を
行

う
と

と
も

に
，

評
価

結
果

に
基

づ
き

必
要

な
措

置
を

講
じ

，
防
災

課
長

に
報

告
す

る
。

保
全

の
た

め
の

活
動

と
第

５
条

は
、
整

合
し

て
い
る

。
 

4
.

3
6
 

各
課

長
（

当
直

長
を

含
む

。
）

は
，

所
掌
業

務
に
も

と
づ
き

，
火
災

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め
の
活
動
等
，
内
部
溢
水
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に

お
け

る
原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お

け
る

運
転
員

等
の

防
護

の
た

め
の

活
動

等
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る

原
子

炉
施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
等

，
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉

施
設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

等
，
非

常
時
の
措
置
，
保
安
教
育
な
ら
び

に
記

録
お
よ

び
報

告
を

行
う

。
 

（
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時
等
の

体
制

の
整

備
）

 
第

17
条
の
３
 

（
中
略
）
 

２
 

各
課
長
は
，
前
項
の
計
画
に

基
づ

き
，
そ
の

他
自

然
災

害
発

生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を

実
施

す
る

。
 

３
 

各
課

長
は

，
第

２
項

に
定

め
る

事
項

に
つ

い
て

定
期

的
に

評
価

を
行

う
と

と
も

に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な

措
置
を

講
じ

，
防

災
課
長
に

報
告

す
る

。
防

災
課

長
は
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ

い
て
定

期
的

に
評

価
を

行
う

と
と

も
に

，
評

価
の

結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講

じ
る

。
 

添
付

２
 
火

災
，
内

部
溢

水
，
火

山
現

象
（

降
灰

），
自

然
災
害

お
よ

び
有

毒
ガ

ス
対

応
に
係

る
実

施
基

準
（

中
略

）

４
 
地
 
震
 

4
.
5
 

原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
の
実
施
 

各
課

長
は
，
4
.
1
項
か
ら

4
.
4
項
で
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
，
地
震
発
生
時
に

お
け

る
原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

を
実

施
す

る
。
 

4
.
6
 
定
期
的
な
評
価
 

(
1)

各
課

長
は
，

4
.
5

項
の
活
動

の
実
施

結
果
を

取
り
ま

と
め
，

１
年
に

１
回

以
上

定
期

的
に

評
価

を
行

う
と

と
も

に
，

評
価

結
果

に
基

づ
き

必
要

な
措

置
を

講
じ

，
防
災

課
長

に
報

告
す

る
。

（
中

略
）

５
 
津
 
波
 

5
.
5
 
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
の
実
施
 

各
課
長
は
，
5
.
1
項
か
ら

5
.
4
項
で
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
，
津
波
発
生
時

に
お
け
る
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る
。
 

保
全

の
た

め
の

活
動

と
第

５
条

は
、
整

合
し

て
い
る

。
 

【
凡
例
】

・
朱
記
：
主
語
（
行
為
者
）

・
下
線
：
申
請
箇
所

・
黄
色
マ
ー
カ
：
関
連
す
る
職
務
内
容

資料39－1



N
o 

第
５
条
（
保
安
に
関
す

る
職
務
）
 

第
17

条
、
第

1
7
条
の
２
、
第

1
7
条
の
２
の
２
、
第

1
7
条
の
３
、
 

第
17

条
の
３
の
２
、
第

1
7
条
の
５
、
第

1
7
条
の
６
、
 

第
1
2
2
条
、
第

1
3
0
条
、
第

1
3
1
条
、
第

1
3
2
条
、
第

1
3
3
条
 

添
付
２
、
添
付
３
 

整
理
結
果
 

（
続

き
）
 

（
続
き
）
 

5
.
6
 
定
期
的
な
評
価
 

(
1)

各
課
長
は
，
5
.
5
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
，
１
年
に
１

回
以

上
定

期
的

に
評

価
を

行
う

と
と

も
に

，
評

価
結

果
に

基
づ

き
必

要
な

措
置
を
講
じ
，
防
災
課
長
に
報
告
す
る
。
 

（
中

略
）
 

６
 
竜
 
巻

 
6
.
5
 

原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
の
実
施
 

各
課

長
は
，
6
.
1
項
か
ら

6
.
4
項
で
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
，
竜
巻
発
生
時
に

お
け

る
原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

を
実

施
す

る
。
 

6
.
6
 
定
期
的
な
評
価
 

(
1)

各
課

長
は
，

6
.
5

項
の
活
動

の
実
施

結
果
を

取
り
ま

と
め
，

１
年
に

１
回

以
上

定
期

的
に

評
価

を
行

う
と

と
も

に
，

評
価

結
果

に
基

づ
き

必
要

な
措

置
を

講
じ

，
防
災

課
長

に
報

告
す

る
。

5
.

3
6
 

各
課

長
（

当
直

長
を

含
む

。
）

は
，

所
掌
業

務
に
も

と
づ
き

，
火
災

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め
の
活
動
等
，
内
部
溢
水
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に

お
け

る
原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お

け
る

運
転
員

等
の

防
護

の
た

め
の

活
動

等
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る

原
子

炉
施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
等

，
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉

施
設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

等
，
非

常
時
の
措
置
，
保
安
教
育
な
ら
び

に
記

録
お
よ

び
報

告
を

行
う

。
 

（
有
毒
ガ
ス
発
生
時
の
体
制
の
整

備
）
 

第
17

条
の
３
の
２
 

（
中
略
）
 

２
 

各
課
長
は
，
前
項
の
計
画
に

基
づ

き
，
有
毒

ガ
ス

発
生

時
に

お
け

る
運

転
員

等
の

防
護
の
た
め
の
活
動
を
実
施
す
る

。
 

３
 

各
課

長
は

，
第

２
項

に
定

め
る

事
項

に
つ

い
て

定
期

的
に

評
価

を
行

う
と

と
も

に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な

措
置
を

講
じ

，
放

射
線
・
化

学
管

理
課

長
に

報
告

す
る
。
放
射
線
・
化
学
管
理
課
長
は

，
第

１
項
に

定
め

る
事

項
に

つ
い

て
定

期
的

に
評

価
を
行
う
と
と
も
に
，
評
価
の
結

果
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

。
 

添
付

２
 
火

災
，
内

部
溢

水
，
火

山
現

象
（

降
灰

），
自

然
災
害

お
よ

び
有

毒
ガ

ス
対

応
に
係

る
実

施
基

準
（

中
略

）
７
 
有
毒
ガ
ス

7
.
5
 

有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お
け
る
運
転
員
等
の
防
護
の
た
め
の
活
動
の
実
施

各
課

長
は
，
7
.
1
項
か
ら

7
.
4
項
で
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
，
有
毒
ガ
ス
発
生

時
に

お
け
る

運
転

員
等

の
防

護
の

た
め

の
活

動
を

実
施

す
る

。

7
.
6
 
定
期
的
な
評
価
 

(
1)

各
課

長
は
，

7
.
5

項
の
活
動

の
実
施

結
果
を

取
り
ま

と
め
，

１
年
に

１
回

以
上

定
期

的
に

評
価

を
行

う
と

と
も

に
，

評
価

結
果

に
基

づ
き

必
要

な
措

置
を

講
じ

，
放
射

線
・

化
学

管
理

課
長

に
報

告
す

る
。

保
全

の
た

め
の

活
動

と
第

５
条

は
、
整

合
し

て
い
る

。
 

6
.

3
6
 

各
課

長
（

当
直

長
を

含
む

。
）

は
，

所
掌
業

務
に
も

と
づ
き

，
火
災

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め
の
活
動
等
，
内
部
溢
水
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に

お
け

る
原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お

け
る

運
転
員

等
の

防
護

の
た

め
の

活
動

等
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る

原
子

炉
施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
等

，
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉

施
設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

等
，
非

常
時
の
措
置
，
保
安
教
育
な
ら
び

に
記

録
お
よ

び
報

告
を

行
う

。
 

（
重
大
事
故
等
発
生
時
の
体
制
の

整
備

）
 

第
17

条
の
５
 

（
中
略
）
 

２
 

各
課
長
は
，
前
項
の
計
画
に

基
づ

き
，
重
大

事
故

等
発

生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施

す
る

。
 

３
 

各
課

長
は

，
第

２
項

に
定

め
る

事
項

に
つ

い
て

定
期

的
に

評
価

を
行

う
と

と
も

に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な

措
置
を

講
じ

，
安

全
技
術
課

長
，
訓

練
計
画

課
長

ま
た
は
発
電
課
長
に
報
告
す
る
。
安

全
技

術
課
長

，
訓

練
計
画
課

長
お

よ
び

発
電

課
長

は
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い

て
定
期

的
に

評
価

を
行

う
と

と
も

に
，
評
価

の
結

果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
。
 

添
付

３
 
重

大
事

故
等

お
よ

び
大

規
模

損
壊

対
応

に
係

る
実

施
基

準
 

１
 

重
大
事

故
等

対
策
 

1
.2

 
重

大
事

故
等

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
の

実
施
 

各
課

長
は
，

1
.
1

で
定
め
た

計
画

に
基
づ
き

，
重

大
事
故
等

発
生

時
に
お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
を

適
切

に
行

う
。
 

1
.3

 
重

大
事

故
等

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
の

定
期

的
な
評

価
 

(
1)

各
課

長
は
，
1
.
2
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
と
り
ま
と
め
，
１
年
に
１
回

以
上

定
期

的
に

評
価

を
行

う
と

と
も

に
，

評
価

の
結

果
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
，
安

全
技

術
課

長
，

訓
練

計
画

課
長

ま
た

は
発

電
課

長
に

報
告

す
る

。

保
全

の
た

め
の

活
動

と
第

５
条

は
、
整

合
し

て
い
る

。
 

7
.

3
6
 

各
課

長
（

当
直

長
を

含
む

。
）

は
，

所
掌
業

務
に
も

と
づ
き

，
火
災

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め
の
活
動
等
，
内
部
溢
水
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に

お
け

る
原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お

け
る

運
転
員

等
の

防
護

の
た

め
の

活
動

等
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る

原
子

炉
施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
等

，
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉

施
設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

等
，
非

常
時
の
措
置
，
保
安
教
育
な
ら
び

に
記

録
お
よ

び
報

告
を

行
う

。
 

（
大
規
模
損
壊
発
生
時
の
体
制
の

整
備

）
 

第
17

条
の
６
 

（
中
略
）
 

２
 

各
課
長
は
，
前
項
の
計
画
に

基
づ

き
，
大
規

模
損

壊
発

生
時

に
お

け
る

原
子

炉
施

設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
実
施

す
る

。
 

３
 

各
課

長
は

，
第

２
項

に
定

め
る

事
項

に
つ

い
て

定
期

的
に

評
価

を
行

う
と

と
も

に
，
評
価
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な

措
置
を

講
じ

，
安

全
技
術
課

長
，
訓

練
計
画

課
長

ま
た
は
発
電
課
長
に
報
告
す
る
。
安

全
技

術
課
長

，
訓

練
計
画
課

長
お

よ
び

発
電

課
長

は
，
第
１
項
に
定
め
る
事
項
に
つ
い

て
定
期

的
に

評
価

を
行

う
と

と
も

に
，
評
価

の
結

果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
じ

る
。
 

添
付

３
 
重

大
事

故
等

お
よ

び
大

規
模

損
壊

対
応

に
係

る
実

施
基

準
 

２
 

大
規

模
な

自
然

災
害

ま
た

は
故

意
に

よ
る

大
型

航
空

機
の

衝
突

そ
の

他
の

テ
ロ

リ
ズ
ム

へ
の

対
応

に
お

け
る

事
項

2
.3

 
大

規
模

損
壊

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
の

実
施

各
課

長
は
，
2
.
1
お
よ
び

2
.
2
で
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
，
大
規
模
損
壊
発
生

時
に

お
け
る

原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

を
適

切
に

行
う

。

2
.4

 
大

規
模

損
壊

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
の

定
期

的
な
評

価
 

(
1)

各
課

長
は
，
2
.
3
項
の
活
動
の
実
施
結
果
を
取
り
ま
と
め
，
１
年
に
１
回

以
上

定
期

的
に

評
価

を
行

う
と

と
も

に
，

評
価

の
結

果
に

基
づ

き
必

要
な

措
置

を
講

じ
，
安

全
技

術
課

長
，

訓
練

計
画

課
長

ま
た

は
発

電
課

長
に

報
告

す
る

。

保
全

の
た

め
の

活
動

と
第

５
条

は
、
整

合
し

て
い
る

。
 

資料39－2



N
o 

第
５
条
（
保
安
に
関
す

る
職
務
）
 

第
17

条
、
第

1
7
条
の
２
、
第

1
7
条
の
２
の
２
、
第

1
7
条
の
３
、
 

第
17

条
の
３
の
２
、
第

1
7
条
の
５
、
第

1
7
条
の
６
、
 

第
1
2
2
条
、
第

1
3
0
条
、
第

1
3
1
条
、
第

1
3
2
条
、
第

1
3
3
条
 

添
付
２
、
添
付
３
 

整
理
結
果
 

8
.

3
6
 

各
課

長
（

当
直

長
を

含
む

。
）

は
，

所
掌
業

務
に
も

と
づ
き

，
火
災

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め
の
活
動
等
，
内
部
溢
水
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に

お
け

る
原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お

け
る

運
転
員

等
の

防
護

の
た

め
の

活
動

等
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る

原
子

炉
施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
等

，
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉

施
設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

等
，
非

常
時
の
措
置
，
保
安
教
育
な
ら
び

に
記

録
お
よ

び
報

告
を

行
う

。（
注

１
）
 

（
原
子
力
防
災
資
機
材
等
の
整
備

）
 

第
1
2
2
条
 
各
課
長

は
，
原
子
力

防
災

組
織

の
活

動
に

必
要

な
放

射
線

障
害

防
護

用
器

具
，
非
常
用
通
信
機
器
等
を
定
め

る
に

あ
た

り
，

所
長

の
承

認
を

得
る

。
 

―
 

非
常

時
の

措
置

と
第

５
条

は
、
整
合

し
て

い
る

。
 

9
.

3
6
 

各
課

長
（

当
直

長
を

含
む

。
）

は
，

所
掌
業

務
に
も

と
づ
き

，
火
災

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め
の
活
動
等
，
内
部
溢
水
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に

お
け

る
原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お

け
る

運
転
員

等
の

防
護

の
た

め
の

活
動

等
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る

原
子

炉
施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
等

，
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉

施
設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

等
，
非

常
時
の
措
置
，
保
安
教
育
な
ら
び

に
記

録
お
よ

び
報

告
を

行
う

。
 

（
所
員
へ
の
保
安
教
育
）
 

第
1
3
0
条
 

３
 

各
課
長
は
，
保
安
教
育
の
具

体
的

な
内

容
を

定
め

，
こ
れ
に

も
と

づ
き

，
第

１
項

の
保
安
教
育
実
施
計
画
に
よ
る
保

安
教

育
を

実
施

す
る

と
と

も
に

，
年

度
毎

に
実

施
結

果
を
所
長
に
報
告
す
る
。
 

 
 
た
だ
し
，
各
課
長

が
，
所
長
に

よ
り

別
途

承
認

さ
れ

た
基

準
に

従
い

，
各
項
目

の
全

部
ま

た
は

一
部

に
つ

い
て

十
分

な
知

識
お

よ
び

技
能

を
有

し
て

い
る

と
認

め
た

者
に

つ
い
て
は
，
該
当
す
る
教
育
に
つ

い
て

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（
注

２
）
 

―
 

所
掌

業
務

に
基

づ
き

実
施

す
る

保
安

教
育

の
規

定
と

第
５

条
は
、
整

合
し

て
い

る
。
 

1
0.

3
6
 

各
課

長
（

当
直

長
を

含
む

。
）

は
，

所
掌
業

務
に
も

と
づ
き

，
火
災

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め
の
活
動
等
，
内
部
溢
水
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に

お
け

る
原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お

け
る

運
転
員

等
の

防
護

の
た

め
の

活
動

等
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る

原
子

炉
施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
等

，
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉

施
設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

等
，
非

常
時
の
措
置
，
保
安
教
育
な
ら
び

に
記

録
お
よ

び
報

告
を

行
う

。
 

（
協
力
会
社
従
業
員
へ
の
保
安
教

育
）
 

第
1
3
1
条
 

５
 

各
課
長
は
，
原
子
炉
施
設
に

関
す

る
作

業
の

う
ち

，
火
災
，
内

部
溢

水
お
よ

び
火

山
影
響
等
発
生
時
，
そ
の
他
自
然
災

害
（

地
震
，
津

波
お

よ
び
竜

巻
等

）
発
生
時

な
ら

び
に

有
毒

ガ
ス

発
生

時
の

措
置

に
お

け
る

業
務

の
補

助
を

協
力

会
社

に
行

わ
せ

る
場

合
は
，
当
該
業
務
に
従
事
す
る
協
力
会
社
従
業
員
に
対
し
，
表

1
3
0
－
１
の
保
安
教
育

の
う
ち
「
火
災
，
内
部
溢
水
お
よ

び
火

山
影

響
等

発
生

時
，
そ
の

他
自

然
災

害
（

地
震

，
津
波
お
よ
び
竜
巻
等
）
発
生
時
な

ら
び

に
有

毒
ガ

ス
発

生
時

の
措

置
に

関
す

る
こ

と
」

の
実
施
計
画
を
「
左
記
以
外
の
技
術

系
所
員

」
に

準
じ

て
定

め
て

い
る

こ
と

を
確

認
し
，

原
子
炉
主
任
技
術
者
の
確
認
を
得

て
，

所
長

の
承

認
を

得
る

。（
注

３
）
 

―
 

所
掌

業
務

に
基

づ
き

実
施

す
る

保
安

教
育

の
規

定
と

第
５

条
は
、
整

合
し

て
い

る
。
 

1
1.

3
6
 

各
課

長
（

当
直

長
を

含
む

。
）

は
，

所
掌
業

務
に
も

と
づ
き

，
火
災

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め
の
活
動
等
，
内
部
溢
水
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に

お
け

る
原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お

け
る

運
転
員

等
の

防
護

の
た

め
の

活
動

等
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る

原
子

炉
施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
等

，
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉

施
設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

等
，
非

常
時
の
措
置
，
保
安
教
育
な
ら
び

に
記

録
お
よ

び
報

告
を

行
う

。（
注

４
）
 

（
記
 

 
録
）
 

第
1
3
2
条
 
各
課
長

は
，
表

1
3
2
-
１
に
定
め
る
保
安
に
関
す
る
記
録
の
う
ち
第
１
号
に

つ
い
て
は
保
存
し
，
そ
の
他
の
号

に
つ

い
て

は
作

成
し

，
保

存
す

る
。
た
だ

し
，
表

13
2-

１
第

3
9
号
，
第

40
号
，
第

4
1
号
お
よ
び
第

42
号
は
，
原
子
力
部
長
が
組
織
に
作
成

さ
せ
，
保
存
さ
せ
る
。
な
お
，
記

録
の

作
成

に
あ

た
っ

て
は

，
適

正
に

作
成

し
管

理
す

る
よ
う
，
法
令
に
定
め
る
記
録
に
関

す
る
事

項
を

遵
守

す
る

。
 

―
 

記
録

の
規

定
と

第
５

条
は
、
整

合
し

て
い

る
。
 

（
注
２
)
有
毒
ガ
ス
の
対
応
に
お
い
て
は
、
放
射
線
・
化
学
管
理
課
が
行
う
。
 

（
注
４
)
3
6
項
に
記
載
し
て
い
る
記
録
に
つ
い
て
は
、
第

11
章
の
記
録
を
指
し
て
お
り
、
法
令
等
に
定
め
ら
れ
た
保
安
管
理
上
重
要

な
記
録
を
適
正
に
作
成
・
保
存
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
 

（
注
３
)
有
毒
ガ
ス
の
対
応
に
お
い
て
は
、
放
射
線
・
化
学
管
理
課
が
行
う
。
 

（
注

１
)
3
6
項

に
記

載
し

て
い

る
非

常
時

の
措

置
に

つ
い

て
は

、
第

９
章

の
非

常
時

の
措

置
を

指
し

て
お

り
、

原
子

力
防

災
に

係
る

計
画
や
緊
急
事
態
に
必
要
と

な
る
資
機
材
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
く
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
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N
o 

第
５
条
（
保
安
に
関
す

る
職
務
）
 

第
17

条
、
第

1
7
条
の
２
、
第

1
7
条
の
２
の
２
、
第

1
7
条
の
３
、
 

第
17

条
の
３
の
２
、
第

1
7
条
の
５
、
第

1
7
条
の
６
、
 

第
1
2
2
条
、
第

1
3
0
条
、
第

1
3
1
条
、
第

1
3
2
条
、
第

1
3
3
条
 

添
付
２
、
添
付
３
 

整
理
結
果
 

1
2.

3
6
 

各
課

長
（

当
直

長
を

含
む

。
）

は
，

所
掌
業

務
に
も

と
づ
き

，
火
災

発
生

時
に

お
け

る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め
の
活
動
等
，
内
部
溢
水
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
火
山
影
響
等
発
生
時
に

お
け

る
原
子

炉
施

設
の

保
全

の
た

め
の

活
動
等
，
そ
の
他
自
然
災
害
発
生
時

に
お

け
る
原

子
炉

施
設

の
保

全
の

た
め

の
活
動
等
，
有
毒
ガ
ス
発
生
時
に
お

け
る

運
転
員

等
の

防
護

の
た

め
の

活
動

等
，
重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る

原
子

炉
施
設

の
保

全
の

た
め

の
活

動
等

，
大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
原

子
炉

施
設
の

保
全

の
た

め
の

活
動

等
，
非

常
時
の
措
置
，
保
安
教
育
な
ら
び

に
記

録
お
よ

び
報

告
を

行
う

。（
注

５
）
 

（
報
 

 
告
）
 

第
1
3
3
条
 
各
課
長

は
，
次
に
定

め
る

事
項

に
つ

い
て

，
直
ち
に

所
長

お
よ

び
原

子
炉

主
任
技
術
者
に
報
告
す
る
。
 

（
中
略
）
 

２
 

所
長
お
よ
び
原
子
炉
主
任
技
術

者
は
，
前
項

で
定

め
る

事
項

に
つ

い
て

報
告

を
受

け
た
場
合
，
発
電
管
理
部
長
に
報

告
す

る
。
 

３
 

発
電
管
理
部
長
は
，
前
項
の

報
告

を
受

け
た

場
合

，
社
長
お

よ
び

原
子

力
本

部
長

に
報
告
す
る
。
 

４
 
第
１
項
(
1
)
に
定
め
る
事
項
に
該
当
し
た
場
合
は
，
直
ち
に
原
子
力
規
制
委
員
会

へ
報
告
す
る
。
 

―
 

報
告

の
規

定
と

第
５

条
は
、
整

合
し

て
い

る
。
 

以
上
 

（
注

５
)
3
6
項

に
記

載
し

て
い

る
報

告
に

つ
い

て
は

、
第

１
１

章
の

報
告

を
指

し
て

お
り

、
原

子
炉

施
設

に
お

い
て

、
事

故
故

障
等

の
事
象
お
よ
び
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
が
発
生
し
た
場
合
に
社
長
等
に
報
告
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
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